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【問い合わせ先】建設下水道課　建設係 　☎ 52-5856（直通）

ご協力お願いします

　3 月 23 日まで宮原地区で道路改修工事を行うため、
片側交互通行の交通規制があります。
　近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますがご協力
をお願いいたします。

工 期：平成27年3月23日まで
規 制：片側交互通行（一時全面通行止めの期間あり）
※宮原振興局へお越しの場合は、隣接する臨時駐車場あり

まちづくり情報銀行

国
道
３
号

道路改良工事に伴う交通規制について

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp（8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
宮原小・東陽小　田んぼの学校　脱穀宮原小・東陽小　田んぼの学校　脱穀

▲箸を使って ▲千歯こきを使って ▲足踏み脱穀機

▲森の工作▲氷川ツーリズムクラブ

　11月7・13日、田んぼの学校が「脱穀」を迎えました。
　2校とも、どんなことをするのだろうとワクワクした目で作業工程を聞いていました。
　千歯こき、足踏み脱穀機を見たのは初めてらしく、興味津々で使用方法の説明を聞いており、順番に各場所を、体
験することができました。
　順番待ちをしている間は、一番地味ですが、箸を使いながら稲穂から粒を外していました。
　時間内に精一杯脱穀をしてもらい、唐箕（とうみ）をかけます。風の力で重さを仕分けるこの機械は大変珍しく、い
ざ風を送るとなると一定の速さで回さなければいけないので、子どもたちも次々交代しながらの作業でした。
　今の時代は、稲刈りから脱穀まで1台の機械で終わってしまいますが、昔の人たちは手作業でしたので、非常に大
変だったと思います。参加した子どもたちも、大変さと達成感を味わってもらえたと思います。

里山フェスタ　　　　　　　　　　　里山フェスタ　　　　　　　　　　　

シイタケ駒打ち体験シイタケ駒打ち体験
　シイタケ駒打ち体験を行います。終了後は昨年駒打ちを
行ったクヌギを1本プレゼントします。簡単な体験ですので、ご
家族でぜひご参加ください。

◆日　　時 ： 2月15日（日）10時～12時
　　　　　　（9時30分から管理棟で受け付け）
◆場　　所 ： 立神峡公園 火の広場
◆参 加 費 ： 1,000円／組
◆募集組数 ： 5組
◆服　　装 ： 汚れてもいい服（防寒をお願いします）・軍手など

イイ ベベ ンン トト 情情 報報

　11月23日、里山フェスタが行われました。今年もさま
ざまな団体の参加があり、賑やかなフェスタとなりまし
た。気候も非常に温かく、多くの人が来園されました。
　体験のブースも常に満員の状態の場所もあり、自分
で製作したものを、満面の笑みで持って帰られる様子
を、たくさん見ることができました。
　初めて出展された人も、こんな素晴らしい公園があ
ることと、来園者の多さに驚いたという感想をいただき
ました。毎年の来園数も増えており、素晴らしいフェス
タとなりました。遊びに来て下さった皆さま、出展して
いただいた団体の皆さまに感謝申し上げます。ありがと
うございました。




